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Abstract　A 　37−yearK ）ld　woma 皿 underwent 　a　pylorus　preserVi皿 g　p ≡mcreaticoduodenectomy （PpPD ）due　to

cancer 　of 　the 　Ampulla 　of 　VateL 　Seven　years　later
，
　she 　got　pregnant　and 　had 　a 　nonna 且transvagj 皿 al　dehve 【y．

A 　pancreaticoduodenectomy　tS　performed 　when 　a　maligrlant 　tumor 　of 　the　pancreatic　head ，　chronic 　pan −

creatitis ，　a　t  or　of   gerhans
’ iSlands，　and 　damage 　to　the　pancreatic　head 　eXistS ，　Such 　an 　operation 　is

radical 　in　the　field　of　digestive　surgery ．　There　have　been　many 　reports 　of 　pregnancy　complicating 　ca 皿 cers

bei皿g　discovered　du血 rg　graVidiSm　but　there　has　been　only 　one 　report 　here　in　Japan　of 　a 　patient　car 【y血 g　a

pregna皿cy 　to　term 　and 　giVing　birth　after 　PpPD ．

Key　words ：α mcer 　of　the　ampulla 　of 　vater
・Pylorus　preselving 　pancreaticoduodenectomy（PpPD ）・

　　 　　　 Transvaginal　dehvery

　　　　　　　　　緒　　言

　消化器癌 治療後の 妊娠 ， 分 娩に つ い て は ， 予後

に つ い て の 報告が 極め て少 な い た め その 取 り扱 い

に つ い て 不 明な 点 が多 い ．今 呵わ れ わ れ は ，33

歳 で 十二 指腸乳 頭部癌 （以下 ， 乳頭 部癌）の た め 幽

門輪 温存膵頭十二 指腸切 除術 （以下 ，PpPD）を施 行

され ， 7 年後に妊娠 ， 正常経腟分娩 した症例 を経験

した ．筆者 ら の 検索で は
， 妊娠中 に 癌 が 発見 さ れ

る とい う い わゆ る癌合併 妊娠の 報告 は 多い ． しか

し， PpPD術後 に 妊娠 ， 分娩 した症 例の 報告 は本 邦

で は 2 例 目で あ っ たため 文献 的考 察を加 え報告 す

る ．

　　　　　　　　　症 　　例

　患者 ：KY 　39 歳．

　家族歴 ：母親が 糖尿 病，

　月経歴 ：初経 11 歳　規則 的 28 日型．

　妊娠分娩歴 ： 1 妊 0 産．

　外科的 既往歴 ：平成 3 年 12 月初 旬 ， 39度台の

熱発 ， 腹痛を主訴に近医を受診 した．腹部超音波

に て 胆 嚢炎 と診断 され ， 経 過観察 された が症状 が

治まらなか っ た．平成 4 年 6 月 4 日同院 にて 腹 部

超音波で 肝内胆管の 拡張 を認め たため精査 目的に

岩手県立 中央病院内科紹介 と な っ た ．同院 で 内視

鏡的逆行性膵胆管造影法 （ERCP ）にて 乳頭部 癌 と

診断され ， 11 月 18 日 pPpD （今永法再建 ）が施 行 さ
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図 1 胎児発育 と母 体 Hb 値の 推 移

れ た．腫 瘍 は 露 出腫 瘤 型 で ， 0．8xO ．6cm ，
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　 stage 　I で あ っ た．病理診 断

は well −（lifferentiated．　adenocarcinoma ．　n （
一

）で

あ っ た ．術後経過 は 良好 で 第 38病 日 の 12月 25

日退 院 とな っ た．その 後化学療 法 な どの 追加治療

は 行わ れ ず ， 同院の 外 来で 経過観 察 され て い たが ，

転 居 に 伴 い 当院外科 に 紹介さ れ
， 平 成 10 年 7 月 9

日受診 した．以後 当院外科外来 に て CT ，消化管 内

視鏡 ， 腹 部超音波検査 ， 腫瘍 マ ーカ ーに よ り経過

観察中 で あ っ た．

　 産婦 人科 的既往 歴 ：平 成 10 年 2 月妊 娠 7 週稽

留流産 の 診 断で 当院産婦 人科 に て 流産 手術 を行 っ

た ．そ の 後 挙児希望 し平 成 11年 4 月 HSG を施行

した が 両側卵 管の 疎通性 に は問題が な く， 基礎体

温 をつ け経過観察 とした ．

　 妊娠 経過 ：最終 月経平成 11 年 4 月 7 日で 妊 娠

と診 断 さ れ た ．初診時 ， 身長 154cm
， 体 重 46k9

，

BMI19 で あ っ た ．妊 娠 22 週 か ら小球 性 低色 素性

の 貧血 を認 め たため鉄剤 を投 与 した ．妊娠 29 週 1

日か ら妊娠 31週 3 日まで切 迫 早産 で入 院 し，塩 酸

リ トドリン の 点滴 に よる 治療 が 行わ れ た．そ の 後

妊娠 36 週 まで 塩酸 リ トドリ ン を内服 した ．血 糖値

に 関 し て は妊娠中 ， 塩酸 リ ト ドリ ン に よ る治療時

も含め て 特 に 問題 な く経過 した．平成 12 年 1 月

19 日 （妊娠 41 週 0 日）前 期破 水 に て 入 院 し， 微弱

陣痛 の ため オ キ シ トシ ン に て 陣痛促 進 した．同 日

3
，
620gの 男児 を ク リ ス テ レ ル 胎 児娩出法併用 に て

経腟分娩 した．Apgar　Scoreは 1 分後 9 点 ， 5分後

10 点 で あ っ た．分娩後経 過 は母 児共 に 問題 な く 1

月 25 日退院 した （図 1）．

幽 門輪 　 Treitz靭帯

図 2　PpPD の 切除範囲 （灰色部分が切除範囲）

　　　　　　　　　考　　察

　乳 頭 部 癌 を統 計学的 に み る と平 均 年齢 は 58．5

歳 ， 男女 の 比率は Ll ： 1 で ， 男女差 は ほ とん どみ

られ な い
1）
．本 症例 は 33歳 と い う年齢で 乳頭部癌

を発症 し て お り， そ の 点 で も珍 し い 症 例 とい える．

　早期乳 頭部癌 の 定義 は組織学 的進達度が 粘膜内

また は Oddi 筋 内 に と どまる もの で ， リ ン パ 節転

移の 有無 は問 わ な い もの で ある．乳 頭部癌の 標準

術式は膵頭十 二 指腸切 除術 （以下 ， PD ）で ある が

早期 癌の 予後 は 極め て 良好 で あ るた め，術 後 の

QOL を考慮 して 最近 で は PpPD や乳 頭 部切 除術 ・

な ど の 縮小 手術が 選択 され る よ うに な っ て きた
2｝

（図 2）． また本症例 は消化 管再建 が よ り生理 的 な

今永法 に よ り再建が行 われ た．本術式の 特徴は，

1）食物が上 部消化 管 を通過 す る ， 2）消化管再建 部

に 盲端部 がな い
， 3）術後 ， 内視鏡 に よ り膵 管お よ

び胆管吻合 口 を観察 しそ の 開存を確認 して 局所 再

発の 有無，残存 膵お よ び肝機 能の 評価 を行 うこ と

が可 能で ある ， な ど で あ る
3）
（図 3）．

　Tweel 　et 　al．は 妊娠中 に 胃癌 と診 断 され PD を施

行 された後に 自然分娩 した 症例 を報告 した
4）
． こ

の 症例 は PD 後 11 カ 月，分娩後 7 カ月 で 飢餓 に よ

る低血糖 が原因 で死 亡 した．低血 糖は，妊娠後 よ
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図 3　PpPD 今永法完成図（文献
3）よ り引 用）

りも妊娠中の ほ うが高度で あ っ たため低血糖 の 原

因 と して 妊 娠は 大 きな 因子 だ っ た と考察 して い

る．PD あ る い は PpPD も膵臓 を約 1／2 以 上 切 除

す る た め ， 術後の 血糖 管理 が重 要で ある．本 症例

の 妊娠 中の 経過 は塩酸 リ トドリ ン に よ る 治療中 も

血糖 に 関 して は特 に問題 はなか っ た ．妊娠 22 週か

ら末期 まで を通 じて 小球性低色 素性 の 貧血 を認め

たが ，
こ れ は母体 の 栄養摂取不 全お よび PpPD に

よる鉄 吸収不全 による影響 と思わ れ た，妊娠中の

母体の 体 重増加 量 は 7k9 で あ っ た ．胎児の 発育は

全 期 間 を通 じて AFD で あ り， 以 上 の 所見 か ら

PpPD 術 後の 妊娠 が母体 お よ
’
び胎 児 に 及 ぼす影響

に つ い て
，

われ わ れ の 症例 に 限 っ て は ， 母体 の 貧

血 以外 に ，胎児 の 発育に対 する影響は危惧すべ き

状 況で は なか っ た と思 わ れ る．

　乳 頭 部癌 切 除症 例 の 5 年生存率 は stage 　1　93．3

％ ， stage 　H　70．2％
，
　stage 皿 73 ％ ，　stagerV 　O％ と報

告 され て い る
5）
．本例 は stage 　lで 現 在術 後 9 年

目で あ るが妊娠，分娩 を経験 した後 も再発は み ら

れ て い ない ．

　妊娠その もの が癌 の 発 生 ・進行 を促進する か に

つ い て は
一

定の 見解は 得 られ て い ない ，古河 らの

ラ ッ トを使 用 した 発癌 実験 で は estrogen は 発癌

に む しろ抑制 的に 作用 し ， 妊娠で は な く分娩に よ

る急激 なホ ル モ ン の 変 化が 癌の 発生 ・進行を促進

す る と し て い る
6レ
． しか し

一般的 に現在 で は ， 悪性

腫 瘍の 根治術後 に妊娠 して も再発率お よび長 期予

後 は左 右 されな い と考 え られ て い る．臨床的に は

今 回の ように 癌術 後 に若年女性が 妊娠 を希 望 した

場 合 ， どの ように対応すべ きか が 問題で あ る ．乳

癌 を例 に と る と
， 多 くの 場合 stage 　I な い しは n

で リ ン パ 節転移 の な い 症 例が 術後 に 妊娠 を許可 さ

れ る第一条件 とな っ て い る よ うで あ る
7）
． 甲状 腺

癌 に つ い て は 施設 に よ り意見は
一

様で は な く， 自

施設で の 成績 に 基づ き， 術後に 妊娠の 制 限 を行わ

な い こ と を原則 と して い る 施 設 もあ っ た
8｝
．本 症

例 の よ うな消化器癌の術後患者 の 妊娠 は数が 少 な

く， 各施設の 考え方に左 右 され は っ き りと した 定

説が得 られ て い な い の が 現状 で あ る ．癌患者や 癌

術後の 患 者の 妊娠 を禁 止す る施 設 も見受け られ る

が ，本症例の 場合 ， 母 児共 に 問題 な く周 産期を経

過 し，結果的 に は妊娠 の 禁止 は必要 なか っ た と い

える．

　羽 山 らは 妊娠 5 カ 月で 先天性総胆管拡張症 と診

断 され ， 中絶後 に行 っ た手術 中 に胆管癌が 発見 さ

れ て根 治術 （PpPD ）を施行 し，2 年後 に 再 び妊娠 し

健 児 を得 る こ とが で きた症 例 を報告 した
9）
．こ の

症例は 術後 】IJD を挿入 し 2 年 間の 避 妊 を行 っ た．

妊娠 中 に 軽度 の 貧血 を認 め た こ と以 外 ， 児 の発 育

も含 めて 産科 的に特 記すべ きこ とは なか っ た と報

告 して い る．

　 若年者癌の 増加 が指摘 され て い る現 在 ， 妊孕力

の あ る若年女性の 各種悪性腫瘍の 症例 が今後増加

し ， 将来の 妊娠 に つ い て の 可 否を考慮 しなけれ ば

な らな い 症例 も増加 す る こ とが 予想 され る．悪性

腫瘍 の 進行 度 と治療の 到達度の 問題， ある い は 妊

娠 と い う特殊 な内分泌環境下 にお ける 悪性腫瘍の

再発，さ らに は分娩後の 再発等に つ い て 今後症 例

を積み重 ねて検討 を行 うこ とが 重 要で あ る と考え

る．

　 　　 　　 　　 　　結　 　語

　今 回わ れ わ れ は，乳頭部癌 の ため PpPD を施行

され，7 年後 に妊娠，正常経腟分娩 した症例 を経験

した の で 報 告 した．
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